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本号で公布された条例のあらまし 

◇認定こども園の認定の要件を定める条例の制定（栃木県条例第23号） 

１ 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第３条第２項及び第４項の規定

に基づき内閣総理大臣及び文部科学大臣が定める施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、認定

こども園における満３歳以上の子どもに係る学級編制の基準を改めること等のため、認定こども園の認定の

要件を定める条例の全部を改正することとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇地方自治法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整理（栃木県条例第24号） 

１ 地方自治法の一部を改正する法律の施行等に伴い、次の条例について所要の改正をすることとしました。 

 ⑴ 栃木県公営企業の設置等に関する条例 

 ⑵ 栃木県流域下水道事業の設置等に関する条例 

 ⑶ 栃木県知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇職員の特殊勤務手当に関する条例及び栃木県公立学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正（栃木県

条例第25号） 

１ 人事院規則９－30（特殊勤務手当）の改正に鑑み、災害応急作業等に従事する職員の特殊勤務手当等の支

給日額の限度額を2,880円（現行2,160円）に改定するため、所要の改正をすることとしました。 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、公布の日から施行し、改正後の規定は、令和８（2026）年４月１日から適用することとし

ました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例の一部改正（栃木県条例第26号） 

１ 高等学校等就学支援金の支給に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正をすることとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。  

◇栃木県立衛生福祉大学校条例の一部改正（栃木県条例第27号） 

１ 栃木県立衛生福祉大学校保健看護学部に保健専攻科を設置するため、所要の改正をすることとしました。 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和９（2027）年４月１日から施行することとしました。 
 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県信用保証協会に対する損失補償に係る回収納付金を受け取る権利の放棄等に関する条例の一部改正

（栃木県条例第28号） 

１ 産業競争力強化法の一部改正に伴い、所要の改正をすることとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金条例の一部改正（栃木県条例第29号） 

１ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正をすることとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 
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本号で公布された条例のあらまし 

◇認定こども園の認定の要件を定める条例の制定（栃木県条例第23号） 

１ 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第３条第２項及び第４項の規定

に基づき内閣総理大臣及び文部科学大臣が定める施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、認定

こども園における満３歳以上の子どもに係る学級編制の基準を改めること等のため、認定こども園の認定の

要件を定める条例の全部を改正することとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇地方自治法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整理（栃木県条例第24号） 

１ 地方自治法の一部を改正する法律の施行等に伴い、次の条例について所要の改正をすることとしました。 

 ⑴ 栃木県公営企業の設置等に関する条例 

 ⑵ 栃木県流域下水道事業の設置等に関する条例 

 ⑶ 栃木県知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇職員の特殊勤務手当に関する条例及び栃木県公立学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正（栃木県

条例第25号） 

１ 人事院規則９－30（特殊勤務手当）の改正に鑑み、災害応急作業等に従事する職員の特殊勤務手当等の支

給日額の限度額を2,880円（現行2,160円）に改定するため、所要の改正をすることとしました。 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、公布の日から施行し、改正後の規定は、令和８（2026）年４月１日から適用することとし

ました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定

個人情報の提供に関する条例の一部改正（栃木県条例第26号） 

１ 高等学校等就学支援金の支給に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正をすることとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。  

◇栃木県立衛生福祉大学校条例の一部改正（栃木県条例第27号） 

１ 栃木県立衛生福祉大学校保健看護学部に保健専攻科を設置するため、所要の改正をすることとしました。 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和９（2027）年４月１日から施行することとしました。 
 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県信用保証協会に対する損失補償に係る回収納付金を受け取る権利の放棄等に関する条例の一部改正

（栃木県条例第28号） 

１ 産業競争力強化法の一部改正に伴い、所要の改正をすることとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

◇栃木県次世代型路面電車システム整備事業支援基金条例の一部改正（栃木県条例第29号） 

１ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正をすることとしました。 

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。 
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基
づ

き
内

閣
総

理
大

臣
及

び
文

部
科

学
大

臣
が

定
め

る
施

設
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

（
平

成
2
6
年

内
閣

府
、

文
部

科
あ

学
省

、
厚

生
労

働
省

告
示

第
２

号
）

（
同

告
示

の
改

正
に

係
る

経
過

措
置

に
関

す
る

規
定

を
含

む
。

）
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 
 

（
非

常
災

害
対

策
）

 

 
第

４
条

 
認

定
こ

ど
も

園
は

、
震

災
、

風
水

害
、

火
災

そ
の

他
の

非
常

災
害

（
以

下
「
非

常
災

害
」

と
い

う
。

）
に

備
え

る
た

め
、

周
辺

の
地

域
の

環
境

及
び

子
ど

も
（

認
定

こ
あ

ど
も

園
に

在
籍

す
る

子
ど

も
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
の

特
性

等
を

踏
ま

え
、

子
ど

も
の

安
全

の
確

保
の

た
め

の
体

制
及

び
避

難
の

方
法

等
を

定
め

た
具

体
的

な
計

画
を

策
定

あ

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

認
定

こ
ど

も
園

は
、

前
項

の
計

画
に

基
づ

き
、

非
常

災
害

時
の
関

係
機

関
へ

の
通

報
及

び
関

係
機

関
と

の
連

携
並

び
に

子
ど

も
の

円
滑

な
避

難
誘

導
に

必
要

な
体

制
を

整
備

あ

し
、

こ
れ

ら
を

定
期

的
に

職
員

、
子

ど
も

等
に

周
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

３
 

認
定

こ
ど

も
園

は
、

軽
便

消
火

器
等

の
消

火
用

具
、

非
常

口
そ
の

他
非

常
災

害
に

際
し

て
必

要
な

設
備

を
設

け
る

と
と

も
に

、
非

常
災

害
に

対
す

る
不

断
の

注
意

及
び

訓
練

あ

を
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

４
 

認
定

こ
ど

も
園

は
、

前
項

の
訓

練
の

う
ち

避
難

及
び

消
火

の
訓
練

は
、

毎
月

１
回

以
上

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

５
 

認
定

こ
ど

も
園

は
、

第
１

項
の

計
画

を
定

期
的

に
検

証
し

、
必
要

に
応

じ
て

見
直

し
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

（
人

権
の

擁
護

等
に

関
す

る
措

置
）

 

 
第

５
条

 
認

定
こ

ど
も

園
は

、
子

ど
も

の
人

権
の

擁
護

、
虐

待
の

防
止

等
の

た
め

、
責
任

者
の

設
置

そ
の

他
の

必
要

な
体

制
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

職
員

に
対

す
る

研
あ

修
の

実
施

そ
の

他
の

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
 

（
規

則
へ

の
委

任
）

 

  
第

６
条

 
こ

の
条

例
の

施
行

に
関

し
必

要
な

事
項

は
、

規
則

で
定

め
る

。
 

 
 

 
 

附
 

則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
こ

ど
も

政
策

課
）

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

  
 

 
 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
4
号

 

 
 

 
 

地
方

自
治

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

等
に

伴
う
関

係
条

例
の

整
理

に
関

す
る

条
例

 

 
 

（
栃

木
県

公
営

企
業

の
設

置
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
１

条
 

栃
木

県
公

営
企

業
の

設
置

等
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

4
1
年

栃
木

県
条

例
第

5
2
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

流
域

下
水

道
事

業
の

設
置

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部
改

正
）

 

第
２

条
 

栃
木

県
流

域
下

水
道

事
業

の
設

置
等

に
関

す
る

条
例

（
令

和
元

年
栃

木
県

条
例

第
1
8
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

知
事

等
の

損
害

賠
償

責
任

の
一

部
免

責
に

関
す

る
条
例

の
一

部
改

正
）

 

第
３

条
 

栃
木

県
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

に
関

す
る

条
例

（
令

和
２

年
栃

木
県

条
例

第
３

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
議

会
の

同
意

を
要

す
る

賠
償

責
任

の
免

除
）

 

第
1
1
条

 
法
第

3
4
条

に
お

い
て

準
用

す
る

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の
９

第
８

項
の

規
定

に
よ

り
公

営
企

業
の

業
務

に
従

事
す

る
職

員
の

賠

償
責

任
の

免
除

に
つ

い
て

議
会

の
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
は

、
当

該
賠

償
責

任
に

係
る

賠
償

額
が

1
0
0
万

円
以

上
で

あ
る

場
合

と
す

る
。

 

（
議

会
の

同
意

を
要

す
る

賠
償

責
任

の
免

除
）

 

第
1
1
条

 
法
第

3
4
条

に
お

い
て

準
用

す
る

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の
８

第
８

項
の

規
定

に
よ

り
公

営
企

業
の

業
務

に
従

事
す

る
職

員
の

賠

償
責

任
の

免
除

に
つ

い
て

議
会

の
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
は

、
当

該
賠

償
責

任
に

係
る

賠
償

額
が

1
0
0
万

円
以

上
で

あ
る

場
合

と
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
議

会
の

同
意

を
要

す
る

賠
償

責
任

の
免

除
）

 

第
６

条
 

法
第

3
4
条

に
お

い
て

準
用

す
る

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の
９

第
８

項
の

規
定

に
よ

り
流

域
下

水
道

事
業

の
業

務
に

従
事

す
る

職

員
の

賠
償

責
任

の
免

除
に

つ
い

て
議

会
の

同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
合

は
、

当
該

賠
償

責
任

に
係

る
賠

償
額

が
1
0
万

円
以

上
で

あ
る

場
合

と
す

る
。

 

（
議

会
の

同
意

を
要

す
る

賠
償

責
任

の
免

除
）

 

第
６

条
 

法
第

3
4
条

に
お

い
て

準
用

す
る

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の
８

第
８

項
の

規
定

に
よ

り
流

域
下

水
道

事
業

の
業

務
に

従
事

す
る

職

員
の

賠
償

責
任

の
免

除
に

つ
い

て
議

会
の

同
意

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
合

は
、

当
該

賠
償

責
任

に
係

る
賠

償
額

が
1
0
万

円
以

上
で

あ
る

場
合

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

 
 

附
 

則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
人

事
課

）
 

 
 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の

８
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

若
し

く
は

委
員

又
は

職
員

（
同

法
第

2
4
3
条

の
２

の
９

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
賠

償
の

命
令

の
対

象
と

な

る
者

を
除

く
。

以
下

「
知

事
等

」
と

い
う

。
）

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
の

一
部

を
免

れ
さ

せ
る

こ
と

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

）
 

第
２

条
 

県
は

、
知

事
等

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
を

、
知

事
等

が
職

務

を
行

う
に

つ
き

善
意

で
か

つ
重

大
な

過
失

が
な

い
と

き
は

、
知

事
等

が
賠

償
の

責
任

を
負

う
額

か
ら

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
知

事
等

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

を
控

除
し

て
得

た
額

に
つ

い
て

免
れ

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
a
地

方
警

務
官

（
警

察
法

（
昭

和
2
9
年

法
律

第
1
6
2
号

）
第

5
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

警
務

官
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
以

外
の

知
事

等
 

地
方

自
治

法
施

行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
7
3
条

の
５

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
普

通

地
方

公
共

団
体

の
長

等
の

基
準

給
与

年
額

に
、

次
に

掲
げ

る
地

方
警

務
官

以
外

の

知
事

等
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
～

エ
 

略
 

(
2
)
a
地

方
警

務
官

 
地

方
自

治
法

施
行

令
第

1
7
3
条

の
５

第
１

項
第

２
号

に
規

定
す

る
地

方
警

務
官

の
基

準
給

与
年

額
に

、
次

に
掲

げ
る

地
方

警
務

官
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
・

イ
 

略
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の

７
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

若
し

く
は

委
員

又
は

職
員

（
同

法
第

2
4
3
条

の
２

の
８

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
賠

償
の

命
令

の
対

象
と

な

る
者

を
除

く
。

以
下

「
知

事
等

」
と

い
う

。
）

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
の

一
部

を
免

れ
さ

せ
る

こ
と

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

）
 

第
２

条
 

県
は

、
知

事
等

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
を

、
知

事
等

が
職

務

を
行

う
に

つ
き

善
意

で
か

つ
重

大
な

過
失

が
な

い
と

き
は

、
知

事
等

が
賠

償
の

責
任

を
負

う
額

か
ら

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
知

事
等

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

を
控

除
し

て
得

た
額

に
つ

い
て

免
れ

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
a
地

方
警

務
官

（
警

察
法

（
昭

和
2
9
年

法
律

第
1
6
2
号

）
第

5
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

警
務

官
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
以

外
の

知
事

等
 

地
方

自
治

法
施

行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
7
3
条

の
４

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
普

通

地
方

公
共

団
体

の
長

等
の

基
準

給
与

年
額

に
、

次
に

掲
げ

る
地

方
警

務
官

以
外

の

知
事

等
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
～

エ
 

略
 

(
2
)
a
地

方
警

務
官

 
地

方
自

治
法

施
行

令
第

1
7
3
条

の
４

第
１

項
第

２
号

に
規

定
す

る
地

方
警

務
官

の
基

準
給

与
年

額
に

、
次

に
掲

げ
る

地
方

警
務

官
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
・

イ
 

略
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0
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附
 

則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
人

事
課

）
 

 
 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の

８
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

若
し

く
は

委
員

又
は

職
員

（
同

法
第

2
4
3
条

の
２

の
９

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
賠

償
の

命
令

の
対

象
と

な

る
者

を
除

く
。

以
下

「
知

事
等

」
と

い
う

。
）

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
の

一
部

を
免

れ
さ

せ
る

こ
と

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

）
 

第
２

条
 

県
は

、
知

事
等

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
を

、
知

事
等

が
職

務

を
行

う
に

つ
き

善
意

で
か

つ
重

大
な

過
失

が
な

い
と

き
は

、
知

事
等

が
賠

償
の

責
任

を
負

う
額

か
ら

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
知

事
等

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

を
控

除
し

て
得

た
額

に
つ

い
て

免
れ

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
a
地

方
警

務
官

（
警

察
法

（
昭

和
2
9
年

法
律

第
1
6
2
号

）
第

5
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

警
務

官
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
以

外
の

知
事

等
 

地
方

自
治

法
施

行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
7
3
条

の
５

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
普

通

地
方

公
共

団
体

の
長

等
の

基
準

給
与

年
額

に
、

次
に

掲
げ

る
地

方
警

務
官

以
外

の

知
事

等
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
～

エ
 

略
 

(
2
)
a
地

方
警

務
官

 
地

方
自

治
法

施
行

令
第

1
7
3
条

の
５

第
１

項
第

２
号

に
規

定
す

る
地

方
警

務
官

の
基

準
給

与
年

額
に

、
次

に
掲

げ
る

地
方

警
務

官
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
・

イ
 

略
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の

７
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

若
し

く
は

委
員

又
は

職
員

（
同

法
第

2
4
3
条

の
２

の
８

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
賠

償
の

命
令

の
対

象
と

な

る
者

を
除

く
。

以
下

「
知

事
等

」
と

い
う

。
）

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
の

一
部

を
免

れ
さ

せ
る

こ
と

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

）
 

第
２

条
 

県
は

、
知

事
等

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
を

、
知

事
等

が
職

務

を
行

う
に

つ
き

善
意

で
か

つ
重

大
な

過
失

が
な

い
と

き
は

、
知

事
等

が
賠

償
の

責
任

を
負

う
額

か
ら

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
知

事
等

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

を
控

除
し

て
得

た
額

に
つ

い
て

免
れ

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
a
地

方
警

務
官

（
警

察
法

（
昭

和
2
9
年

法
律

第
1
6
2
号

）
第

5
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

警
務

官
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
以

外
の

知
事

等
 

地
方

自
治

法
施

行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
7
3
条

の
４

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
普

通

地
方

公
共

団
体

の
長

等
の

基
準

給
与

年
額

に
、

次
に

掲
げ

る
地

方
警

務
官

以
外

の

知
事

等
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
～

エ
 

略
 

(
2
)
a
地

方
警

務
官

 
地

方
自

治
法

施
行

令
第

1
7
3
条

の
４

第
１

項
第

２
号

に
規

定
す

る
地

方
警

務
官

の
基

準
給

与
年

額
に

、
次

に
掲

げ
る

地
方

警
務

官
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
・

イ
 

略
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栃

木
県

条
例

第
2
5
号

 

 
 

 
 

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
及

び
栃

木
県

公
立
学

校
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

 

 
 

（
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

 
第

１
条

 
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
2
7
年

栃
木

県
条

例
第

２
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手
当

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

 
第

２
条

 
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

3
4
年

栃
木
県

条
例

第
3
8
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

附
 

則
 

 
 

（
施

行
期

日
等

）
 

 
１

 
こ

の
条

例
は

、
公

布
の

日
か

ら
施

行
し

、
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

後
の

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
（

以
下

「
改

正
後

の
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

条
例

」
と

い
う

。
）

及
び

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
後

の
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
（

以
下

「
改

正
後

の
学

校
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

条
例

」
と

い

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
災

害
応

急
作

業
等

に
従

事
す

る
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

)
 

第
2
6
条

 
略

 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
手

当
の

額
は

、
従

事
し

た
日

１
日

に
つ

き
2
,
8
8
0
円

を
超

え
な

い
範

囲
で

、
人

事
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

（
災

害
応

急
作

業
等

に
従

事
す

る
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

)
 

第
2
6
条

 
略

 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
手

当
の

額
は

、
従

事
し

た
日

１
日

に
つ

き
2
,
1
6
0
円

を
超

え
な

い
範

囲
で

、
人

事
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
災

害
応

急
作

業
等

手
当

）
 

第
６

条
 

略
 

２
 

前
項

の
手

当
の

額
は

、
作

業
に

従
事

し
た

日
１

日
に

つ
き

2
,
8
8
0
円

を
超

え
な

い

範
囲

内
で

、
教

育
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

（
災

害
応

急
作

業
等

手
当

）
 

第
６

条
 

略
 

２
 

前
項

の
手

当
の

額
は

、
作

業
に

従
事

し
た

日
１

日
に

つ
き

2
,
1
6
0
円

を
超

え
な

い

範
囲

内
で

、
教

育
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
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附
 

則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
人

事
課

）
 

 
 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の

８
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

若
し

く
は

委
員

又
は

職
員

（
同

法
第

2
4
3
条

の
２

の
９

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
賠

償
の

命
令

の
対

象
と

な

る
者

を
除

く
。

以
下

「
知

事
等

」
と

い
う

。
）

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
の

一
部

を
免

れ
さ

せ
る

こ
と

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

）
 

第
２

条
 

県
は

、
知

事
等

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
を

、
知

事
等

が
職

務

を
行

う
に

つ
き

善
意

で
か

つ
重

大
な

過
失

が
な

い
と

き
は

、
知

事
等

が
賠

償
の

責
任

を
負

う
額

か
ら

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
知

事
等

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

を
控

除
し

て
得

た
額

に
つ

い
て

免
れ

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
a
地

方
警

務
官

（
警

察
法

（
昭

和
2
9
年

法
律

第
1
6
2
号

）
第

5
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

警
務

官
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
以

外
の

知
事

等
 

地
方

自
治

法
施

行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
7
3
条

の
５

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
普

通

地
方

公
共

団
体

の
長

等
の

基
準

給
与

年
額

に
、

次
に

掲
げ

る
地

方
警

務
官

以
外

の

知
事

等
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
～

エ
 

略
 

(
2
)
a
地

方
警

務
官

 
地

方
自

治
法

施
行

令
第

1
7
3
条

の
５

第
１

項
第

２
号

に
規

定
す

る
地

方
警

務
官

の
基

準
給

与
年

額
に

、
次

に
掲

げ
る

地
方

警
務

官
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
・

イ
 

略
 

（
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律

第
6
7
号

）
第

2
4
3
条

の
２

の

７
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

知
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

若
し

く
は

委
員

又
は

職
員

（
同

法
第

2
4
3
条

の
２

の
８

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
賠

償
の

命
令

の
対

象
と

な

る
者

を
除

く
。

以
下

「
知

事
等

」
と

い
う

。
）

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
の

一
部

を
免

れ
さ

せ
る

こ
と

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（
知

事
等

の
損

害
賠

償
責

任
の

一
部

免
責

）
 

第
２

条
 

県
は

、
知

事
等

の
県

に
対

す
る

損
害

を
賠

償
す

る
責

任
を

、
知

事
等

が
職

務

を
行

う
に

つ
き

善
意

で
か

つ
重

大
な

過
失

が
な

い
と

き
は

、
知

事
等

が
賠

償
の

責
任

を
負

う
額

か
ら

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
知

事
等

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
額

を
控

除
し

て
得

た
額

に
つ

い
て

免
れ

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
a
地

方
警

務
官

（
警

察
法

（
昭

和
2
9
年

法
律

第
1
6
2
号

）
第

5
6
条

第
１

項
に

規
定

す
る

地
方

警
務

官
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
以

外
の

知
事

等
 

地
方

自
治

法
施

行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
7
3
条

の
４

第
１

項
第

１
号

に
規

定
す

る
普

通

地
方

公
共

団
体

の
長

等
の

基
準

給
与

年
額

に
、

次
に

掲
げ

る
地

方
警

務
官

以
外

の

知
事

等
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
～

エ
 

略
 

(
2
)
a
地

方
警

務
官

 
地

方
自

治
法

施
行

令
第

1
7
3
条

の
４

第
１

項
第

２
号

に
規

定
す

る
地

方
警

務
官

の
基

準
給

与
年

額
に

、
次

に
掲

げ
る

地
方

警
務

官
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

次
に

定
め

る
数

を
乗

じ
て

得
た

額
 

ア
・

イ
 

略
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0
0
 
 

 
 

  
 

 
 
 

  
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
5
号

 

 
 

 
 

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
及

び
栃

木
県

公
立
学

校
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

 

 
 

（
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

 
第

１
条

 
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
2
7
年

栃
木

県
条

例
第

２
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
 

（
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手
当

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
）

 

 
第

２
条

 
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

3
4
年

栃
木
県

条
例

第
3
8
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

 
次

の
表

の
改

正
前

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

を
同

表
の

改
正

後
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

附
 

則
 

 
 

（
施

行
期

日
等

）
 

 
１

 
こ

の
条

例
は

、
公

布
の

日
か

ら
施

行
し

、
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

後
の

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
（

以
下

「
改

正
後

の
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

条
例

」
と

い
う

。
）

及
び

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
後

の
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
に

関
す

る
条

例
（

以
下

「
改

正
後

の
学

校
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

条
例

」
と

い

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
災

害
応

急
作

業
等

に
従

事
す

る
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

)
 

第
2
6
条

 
略

 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
手

当
の

額
は

、
従

事
し

た
日

１
日

に
つ

き
2
,
8
8
0
円

を
超

え
な

い
範

囲
で

、
人

事
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

（
災

害
応

急
作

業
等

に
従

事
す

る
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

)
 

第
2
6
条

 
略

 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
手

当
の

額
は

、
従

事
し

た
日

１
日

に
つ

き
2
,
1
6
0
円

を
超

え
な

い
範

囲
で

、
人

事
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
災

害
応

急
作

業
等

手
当

）
 

第
６

条
 

略
 

２
 

前
項

の
手

当
の

額
は

、
作

業
に

従
事

し
た

日
１

日
に

つ
き

2
,
8
8
0
円

を
超

え
な

い

範
囲

内
で

、
教

育
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

（
災

害
応

急
作

業
等

手
当

）
 

第
６

条
 

略
 

２
 

前
項

の
手

当
の

額
は

、
作

業
に

従
事

し
た

日
１

日
に

つ
き

2
,
1
6
0
円

を
超

え
な

い

範
囲

内
で

、
教

育
委

員
会

規
則

で
定

め
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

う
。

）
の

規
定

は
、

令
和

８
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

す
る

。
 

（
特

殊
勤

務
手

当
の

内
払

）
 

２
 

改
正

後
の

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
条

例
第

2
6
条

の
規

定
を

適
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

第
１

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

に
関

す
る

条
例

第
2
6
条

の
規

定
に

基
づ

い
て

支
給

さ
れ

た
災

害
応

急
作

業
等

に
従

事
す

る
職

員
の

特
殊

勤
務

手
当

は
、

改
正

後
の

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
条

例
第

2
6
条

の
規

定
に

よ
る

災
害

応
急

作
業

等
に

従
事

す
る

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
の

内
払

と
み

な
す

。
 

３
 

改
正

後
の

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
条

例
第

６
条

の
規

定
を

適
用

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
栃

木
県

公
立

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当

に
関

す
る

条
例

第
６

条
に

基
づ

い
て

支
給

さ
れ

た
災

害
応

急
作

業
等

手
当

は
、

改
正

後
の

学
校

職
員

の
特

殊
勤

務
手

当
条

例
第

６
条

の
規

定
に

よ
る

災
害

応
急

作
業

等
手

当
の

内
払

と
み

な
す

。
 

（
人

事
課

）
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
第

 
  

 
 

 
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く

個
人

番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情

報
の

 
 
 

提
供

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
 

  
 

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
個

人
番

号
の

利
用

及
び

特
定

個
人

情
報

の
提

供
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

 

 
正

す
る

条
例

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

 
 

 
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栃
木

県
知

事
 

 
 
 

福
 

 
 

田
 

 
 

富
 

 
 

一
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
6
号

 

 
 

 
 

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
個

人
番

号
の

利
用

及
び

特
定

個
人

情
報

の
提

供
に

関
す

る
条

例
の

一
部

 
 

 
 

 
 

を
改

正
す

る
条

例
 

 
 

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
個

人
番

号
の

利
用

及
び

特
定

個
人

情
報

の
提

供
に

関
す

る
条

例
（

平
成

2
7
年

 
 

栃
木

県
条

例
第

4
6
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

別
表

第
２

（
第

２
条

関
係

）
 

執
行

機
関

 
事

務
 

特
定

個
人

情
報

 

１
 

知
事

 
生

活
保

護
法

（
昭

和
2
5

年
法

律
第

1
4
4
号

）
に

よ
る

保
護

の
決

定
及

び

実
施

又
は

徴
収

金
の

徴

収
に

関
す

る
事

務
（

以

下
「

生
活

保
護

実
施

等

事
務

」
と

い
う

。
)
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

(
1
)
 
高

等
学

校
等

（
高

等
学

校

等
就

学
支

援
金

の
支

給
に

関

す
る

法
律

（
平

成
2
2
年

法
律

第
1
8
号

）
第

２
条

に
規

定
す

る
高

等
学

校
等

を
い

う
。

以

下
同

じ
。

）
（

特
別

支
援

学

校
の

高
等

部
を

除
く

。
）

に

在
学

す
る

生
徒

又
は

学
生

の

保
護

者
等

（
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

）

第
1
6
条

に
規

定
す

る
保

護
者

そ
の

他
の

当
該

生
徒

又
は

学

別
表

第
２

（
第

２
条

関
係

）
 

執
行

機
関

 
事

務
 

特
定

個
人

情
報

 

１
 

知
事

 
生

活
保

護
法

（
昭

和
2
5

年
法

律
第

1
4
4
号

）
に

よ
る

保
護

の
決

定
及

び

実
施

又
は

徴
収

金
の

徴

収
に

関
す

る
事

務
（

以

下
「

生
活

保
護

実
施

等

事
務

」
と

い
う

。
)
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

(
1
)
 
高

等
学

校
等

（
高

等
学

校

等
就

学
支

援
金

の
支

給
に

関

す
る

法
律

（
平

成
2
2
年

法
律

第
1
8
号

）
第

２
条

に
規

定
す

る
高

等
学

校
等

を
い

う
。

以

下
同

じ
。

）
（

特
別

支
援

学

校
の

高
等

部
を

除
く

。
）

に

在
学

す
る

生
徒

又
は

学
生

の

保
護

者
等

（
同

法
第

３
条

第

２
項

第
３

号
 

 
 

 
 

 

 
 

 
に

規
定

す
る

保
護

者

等
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0
0
 
 

 
第

 
  

 
 

 
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く

個
人

番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情

報
の

 
 
 

提
供

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
 

  
 

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
個

人
番

号
の

利
用

及
び

特
定

個
人

情
報

の
提

供
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

 

 
正

す
る

条
例

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

 
 

 
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栃
木

県
知

事
 

 
 
 

福
 

 
 

田
 

 
 

富
 

 
 

一
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
6
号

 

 
 

 
 

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
個

人
番

号
の

利
用

及
び

特
定

個
人

情
報

の
提

供
に

関
す

る
条

例
の

一
部

 
 

 
 

 
 

を
改

正
す

る
条

例
 

 
 

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
個

人
番

号
の

利
用

及
び

特
定

個
人

情
報

の
提

供
に

関
す

る
条

例
（

平
成

2
7
年

 
 

栃
木

県
条

例
第

4
6
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄

に
掲

げ
る

規
定

に
下

線
で

示
す

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

別
表

第
２

（
第

２
条

関
係

）
 

執
行

機
関

 
事

務
 

特
定

個
人

情
報

 

１
 

知
事

 
生

活
保

護
法

（
昭

和
2
5

年
法

律
第

1
4
4
号

）
に

よ
る

保
護

の
決

定
及

び

実
施

又
は

徴
収

金
の

徴

収
に

関
す

る
事

務
（

以

下
「

生
活

保
護

実
施

等

事
務

」
と

い
う

。
)
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

(
1
)
 
高

等
学

校
等

（
高

等
学

校

等
就

学
支

援
金

の
支

給
に

関

す
る

法
律

（
平

成
2
2
年

法
律

第
1
8
号

）
第

２
条

に
規

定
す

る
高

等
学

校
等

を
い

う
。

以

下
同

じ
。

）
（

特
別

支
援

学

校
の

高
等

部
を

除
く

。
）

に

在
学

す
る

生
徒

又
は

学
生

の

保
護

者
等

（
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

）

第
1
6
条

に
規

定
す

る
保

護
者

そ
の

他
の

当
該

生
徒

又
は

学

別
表

第
２

（
第

２
条

関
係

）
 

執
行

機
関

 
事

務
 

特
定

個
人

情
報

 

１
 

知
事

 
生

活
保

護
法

（
昭

和
2
5

年
法

律
第

1
4
4
号

）
に

よ
る

保
護

の
決

定
及

び

実
施

又
は

徴
収

金
の

徴

収
に

関
す

る
事

務
（

以

下
「

生
活

保
護

実
施

等

事
務

」
と

い
う

。
)
で

あ
っ

て
規

則
で

定
め

る

も
の

 

(
1
)
 
高

等
学

校
等

（
高

等
学

校

等
就

学
支

援
金

の
支

給
に

関

す
る

法
律

（
平

成
2
2
年

法
律

第
1
8
号

）
第

２
条

に
規

定
す

る
高

等
学

校
等

を
い

う
。

以

下
同

じ
。

）
（

特
別

支
援

学

校
の

高
等

部
を

除
く

。
）

に

在
学

す
る

生
徒

又
は

学
生

の

保
護

者
等

（
同

法
第

３
条

第

２
項

第
３

号
 

 
 

 
 

 

 
 

 
に

規
定

す
る

保
護

者

等
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

附
 

則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る
。

 

（
行

政
改

革
Ｉ

Ｃ
Ｔ

推
進

課
）

 
 

 

 

生
の

就
学

に
要

す
る

経
費

を

負
担

す
べ

き
者

を
い

う
。

以

下
同

じ
。

）
に

対
す

る
奨

学

の
た

め
の

給
付

金
の

支
給

に

関
す

る
情

報
（

以
下

「
奨

学

の
た

め
の

給
付

金
支

給
関

係

情
報

」
と

い
う

。
）

で
あ

っ

て
規

則
で

定
め

る
も

の
 

(
2
)
 
略

 

２
～

７
 

略
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

を
い

う
。

以

下
同

じ
。

）
に

対
す

る
奨

学

の
た

め
の

給
付

金
の

支
給

に

関
す

る
情

報
（

以
下

「
奨

学

の
た

め
の

給
付

金
支

給
関

係

情
報

」
と

い
う

。
）

で
あ

っ

て
規

則
で

定
め

る
も

の
 

(
2
)
 
略

 

２
～

７
 

略
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
第

０
０

号
議

案
 

  
 

 
 
栃

木
県

立
衛

生
福

祉
大

学
校

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
 

  
 

栃
木

県
立

衛
生

福
祉

大
学

校
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

  
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

知
事
 

 
 

 
福

 
 

 
田

 
 

 
富

 
 

 
一

 
 

 
 

 

 
栃

木
県

条
例

第
2
7
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
立

衛
生

福
祉

大
学

校
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条
例

 

 
栃

木
県

立
衛

生
福

祉
大

学
校

条
例

（
昭

和
5
9
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

略
 

２
 

大
学

校
は

、
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

）
第

1
2
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

専
門

課
程

及
び

同
法

第
1
2
5
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

専
攻

科
を

置
く

専
修

学
校

と
す

る
。

 

 

（
学

部
、

学
科

等
）

 

第
２

条
 

大
学

校
に

置
く

学
部

及
び

学
科

の
名

称
並

び
に

養
成

対
象

は
、

次
の

と
お

り

と
す

る
。

 

？
学

部
？

 
？

学
科

？
 

？
養

成
対

象
？

 

保
健

看
護

学
部

 
保

健
専

攻
科

 
略

 

略
 

略
 

 

（
修

業
年

限
）

 

第
３

条
 

大
学

校
の

修
業

年
限

は
、

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

学
科

の
区

分
に

応
じ

、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
年

限
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

修
業

年
限

？
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

略
 

２
 

大
学

校
は

、
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

）
第

1
2
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

専
門

課
程

及
び

同
法

第
1
2
5
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

専
攻

科
を

置
く

専
修

学
校

と
す

る
。

 

 

（
学

部
、

学
科

等
）

 

第
２

条
 

大
学

校
に

置
く

学
部

及
び

学
科

の
名

称
並

び
に

養
成

対
象

は
、

次
の

と
お

り

と
す

る
。

 

？
学

部
？

 
？

学
科

？
 

？
養

成
対

象
？

 

保
健

看
護

学
部

 
保

健
学

科
 

略
 

略
 

略
 

 

（
修

業
年

限
）

 

第
３

条
 

大
学

校
の

修
業

年
限

は
、

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

学
科

の
区

分
に

応
じ

、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
年

限
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

修
業

年
限

？
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0
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第

０
０

号
議

案
 

  
 

 
 
栃

木
県

立
衛

生
福

祉
大

学
校

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
 

  
 

栃
木

県
立

衛
生

福
祉

大
学

校
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

  
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

知
事
 

 
 

 
福

 
 

 
田

 
 

 
富

 
 

 
一

 
 

 
 

 

 
栃

木
県

条
例

第
2
7
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
立

衛
生

福
祉

大
学

校
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条
例

 

 
栃

木
県

立
衛

生
福

祉
大

学
校

条
例

（
昭

和
5
9
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

略
 

２
 

大
学

校
は

、
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

）
第

1
2
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

専
門

課
程

及
び

同
法

第
1
2
5
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

専
攻

科
を

置
く

専
修

学
校

と
す

る
。

 

 

（
学

部
、

学
科

等
）

 

第
２

条
 

大
学

校
に

置
く

学
部

及
び

学
科

の
名

称
並

び
に

養
成

対
象

は
、

次
の

と
お

り

と
す

る
。

 

？
学

部
？

 
？

学
科

？
 

？
養

成
対

象
？

 

保
健

看
護

学
部

 
保

健
専

攻
科

 
略

 

略
 

略
 

 

（
修

業
年

限
）

 

第
３

条
 

大
学

校
の

修
業

年
限

は
、

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

学
科

の
区

分
に

応
じ

、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
年

限
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

修
業

年
限

？
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

略
 

２
 

大
学

校
は

、
学

校
教

育
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
2
6
号

）
第

1
2
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

専
門

課
程

及
び

同
法

第
1
2
5
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

専
攻

科
を

置
く

専
修

学
校

と
す

る
。

 

 

（
学

部
、

学
科

等
）

 

第
２

条
 

大
学

校
に

置
く

学
部

及
び

学
科

の
名

称
並

び
に

養
成

対
象

は
、

次
の

と
お

り

と
す

る
。

 

？
学

部
？

 
？

学
科

？
 

？
養

成
対

象
？

 

保
健

看
護

学
部

 
保

健
学

科
 

略
 

略
 

略
 

 

（
修

業
年

限
）

 

第
３

条
 

大
学

校
の

修
業

年
限

は
、

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

学
科

の
区

分
に

応
じ

、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
年

限
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

修
業

年
限

？
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
 

 
 

附
 

則
 

 
 

（
施

行
期

日
）

 

 
１

 
こ

の
条

例
は

、
令

和
９

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

（
経

過
措

置
）

 

 
２

 
栃

木
県

立
衛

生
福

祉
大

学
校

保
健

看
護

学
部

保
健

学
科

（
以

下
「

保
健

学
科

」
と

い
う

。
）

は
、

改
正

後
の

第
２

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

令
和

９
年

３
月

3
1
日

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

 

（
入

学
資

格
）

 

第
４

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

者
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
？

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

 

（
入

学
料

）
 

第
７

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
入

学
料

を
入

学
の

際
に

納
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
学

科
？

 
？

入
学

料
？

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

 

（
授

業
料

）
 

第
８

条
 

大
学

校
に

入
学

し
た

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
授

業
料

を
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
学

科
？

 
？

授
業

料
年

額
？

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

２
・

３
 

略
 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

 

（
入

学
資

格
）

 

第
４

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

者
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
？

 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

 

（
入

学
料

）
 

第
７

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
入

学
料

を
入

学
の

際
に

納
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
学

科
？

 
？

入
学

料
？

 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

 

（
授

業
料

）
 

第
８

条
 

大
学

校
に

入
学

し
た

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
授

業
料

を
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
学

科
？

 
？

授
業

料
年

額
？

 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

２
・

３
 

略
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則
 

 
 

（
施

行
期

日
）

 

 
１

 
こ

の
条

例
は

、
令

和
９

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

（
経

過
措

置
）

 

 
２

 
栃

木
県

立
衛

生
福

祉
大

学
校

保
健

看
護

学
部

保
健

学
科

（
以

下
「

保
健

学
科

」
と

い
う

。
）

は
、

改
正

後
の

第
２

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

令
和

９
年

３
月

3
1
日

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

 

（
入

学
資

格
）

 

第
４

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

者
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
？

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

 

（
入

学
料

）
 

第
７

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
入

学
料

を
入

学
の

際
に

納
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
学

科
？

 
？

入
学

料
？

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

 

（
授

業
料

）
 

第
８

条
 

大
学

校
に

入
学

し
た

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
授

業
料

を
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
学

科
？

 
？

授
業

料
年

額
？

 

保
健

専
攻

科
 

略
 

略
 

２
・

３
 

略
 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

 

（
入

学
資

格
）

 

第
４

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科

の
区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

者
と

す
る

。
 

 
学

科
？

 
？

入
学

す
る

資
格

を
有

す
る

者
？

 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

 

（
入

学
料

）
 

第
７

条
 

大
学

校
に

入
学

す
る

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
入

学
料

を
入

学
の

際
に

納
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
学

科
？

 
？

入
学

料
？

 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

 

（
授

業
料

）
 

第
８

条
 

大
学

校
に

入
学

し
た

者
は

、
次

の
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
学

科
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
右

欄
に

掲
げ

る
授

業
料

を
納

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
学

科
？

 
？

授
業

料
年

額
？

 

保
健

学
科

 
略

 

略
 

２
・

３
 

略
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

に
保

健
学

科
に

在
学

す
る

者
が

保
健

学
科

に
在

学
し

な
く

な
る

日
ま

で
の

間
、

存
続

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
３

 
こ

の
条

例
の

施
行

の
際

現
に

保
健

学
科

に
入

学
を

許
可

さ
れ
て

い
る

者
（

令
和

９
年

度
に

入
学

す
る

者
に

限
る

。
）

は
、

栃
木

県
立

衛
生

福
祉

大
学

校
保

健
看

護
学

部
保
健

 

専
攻

科
に

入
学

を
許

可
さ

れ
て

い
る

者
と

み
な

す
。

 

４
 

附
則

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
存

続
す

る
も

の
と

さ
れ

る
保

健
学

科
に

在
学

す
る

者
に

係
る

修
業

年
限

及
び

授
業

料
に

つ
い

て
は

、
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

（
保

健
福

祉
課

）
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
第

０
０

号
議

案
 

  
 

 
 
栃

木
県

信
用

保
証

協
会

に
対

す
る

損
失

補
償

に
係

る
回

収
納

付
金

を
受

け
取

る
権

利
の

放
棄

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

 
  

 
栃

木
県

信
用

保
証

協
会

に
対

す
る

損
失

補
償

に
係

る
回

収
納

付
金

を
受

け
取

る
権

利
の

放
棄

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
を

次
の

よ
う

に
定

め
る

。
 

  
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

知
事
 

 
 
 

福
 

 
 

田
 

 
 

富
 

 
 

一
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
8
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
信

用
保

証
協

会
に

対
す

る
損

失
補

償
に

係
る

回
収
納

付
金

を
受

け
取

る
権

利
の

放
棄

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

栃
木

県
信

用
保

証
協

会
に

対
す

る
損

失
補

償
に

係
る

回
収

納
付

金
を

受
け

取
る

権
利

の
放

棄
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成
2
5
年

栃
木

県
条

例
第

６
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
 

正
す

る
。

 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
経

営
支

援
課

）
 

 
 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
求

償
権

の
放

棄
等

の
承

認
）

 

第
３

条
 

略
 

２
 

知
事

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

承
認

の
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

当
該

求

償
権

の
放

棄
等

が
次

の
各

号
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
の

計
画

に
基

づ
く

も
の

で
あ

り
、

か
つ

、
中

小
企

業
者

等
の

事
業

の
再

生
に

資
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
当

該
求

償
権

の
放

棄
等

を
承

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
 

略
 

(
3
)
1
産

業
競

争
力

強
化

法
（

平
成

2
5
年

法
律

第
9
8
号

）
第

２
条

第
2
2
項

に
規

定
す

る

特
定

認
証

紛
争

解
決

事
業

者
が

行
う

同
条

第
2
3
項

に
規

定
す

る
特

定
認

証
紛

争
解

決
手

続
に

基
づ

き
策

定
さ

れ
た

事
業

の
再

生
に

関
す

る
計

画
 

(
4
)
～

(
6
)
 

略
 

（
求

償
権

の
放

棄
等

の
承

認
）

 

第
３

条
 

略
 

２
 

知
事

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

承
認

の
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

当
該

求

償
権

の
放

棄
等

が
次

の
各

号
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
の

計
画

に
基

づ
く

も
の

で
あ

り
、

か
つ

、
中

小
企

業
者

等
の

事
業

の
再

生
に

資
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
当

該
求

償
権

の
放

棄
等

を
承

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
 

略
 

(
3
)
1
産

業
競

争
力

強
化

法
（

平
成

2
5
年

法
律

第
9
8
号

）
第

２
条

第
2
1
項

に
規

定
す

る

特
定

認
証

紛
争

解
決

事
業

者
が

行
う

同
条

第
2
2
項

に
規

定
す

る
特

定
認

証
紛

争
解

決
手

続
に

基
づ

き
策

定
さ

れ
た

事
業

の
再

生
に

関
す

る
計

画
 

(
4
)
～

(
6
)
 

略
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0
0
 
 

 
第

０
０

号
議

案
 

  
 

 
 
栃

木
県

信
用

保
証

協
会

に
対

す
る

損
失

補
償

に
係

る
回

収
納

付
金

を
受

け
取

る
権

利
の

放
棄

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

 
  

 
栃

木
県

信
用

保
証

協
会

に
対

す
る

損
失

補
償

に
係

る
回

収
納

付
金

を
受

け
取

る
権

利
の

放
棄

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
を

次
の

よ
う

に
定

め
る

。
 

  
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

知
事
 

 
 
 

福
 

 
 

田
 

 
 

富
 

 
 

一
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
8
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
信

用
保

証
協

会
に

対
す

る
損

失
補

償
に

係
る

回
収
納

付
金

を
受

け
取

る
権

利
の

放
棄

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
 

栃
木

県
信

用
保

証
協

会
に

対
す

る
損

失
補

償
に

係
る

回
収

納
付

金
を

受
け

取
る

権
利

の
放

棄
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成
2
5
年

栃
木

県
条

例
第

６
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
 

正
す

る
。

 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
経

営
支

援
課

）
 

 
 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
求

償
権

の
放

棄
等

の
承

認
）

 

第
３

条
 

略
 

２
 

知
事

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

承
認

の
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

当
該

求

償
権

の
放

棄
等

が
次

の
各

号
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
の

計
画

に
基

づ
く

も
の

で
あ

り
、

か
つ

、
中

小
企

業
者

等
の

事
業

の
再

生
に

資
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
当

該
求

償
権

の
放

棄
等

を
承

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
 

略
 

(
3
)
1
産

業
競

争
力

強
化

法
（

平
成

2
5
年

法
律

第
9
8
号

）
第

２
条

第
2
2
項

に
規

定
す

る

特
定

認
証

紛
争

解
決

事
業

者
が

行
う

同
条

第
2
3
項

に
規

定
す

る
特

定
認

証
紛

争
解

決
手

続
に

基
づ

き
策

定
さ

れ
た

事
業

の
再

生
に

関
す

る
計

画
 

(
4
)
～

(
6
)
 

略
 

（
求

償
権

の
放

棄
等

の
承

認
）

 

第
３

条
 

略
 

２
 

知
事

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

承
認

の
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

当
該

求

償
権

の
放

棄
等

が
次

の
各

号
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
の

計
画

に
基

づ
く

も
の

で
あ

り
、

か
つ

、
中

小
企

業
者

等
の

事
業

の
再

生
に

資
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
当

該
求

償
権

の
放

棄
等

を
承

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
 

略
 

(
3
)
1
産

業
競

争
力

強
化

法
（

平
成

2
5
年

法
律

第
9
8
号

）
第

２
条

第
2
1
項

に
規

定
す

る

特
定

認
証

紛
争

解
決

事
業

者
が

行
う

同
条

第
2
2
項

に
規

定
す

る
特

定
認

証
紛

争
解

決
手

続
に

基
づ

き
策

定
さ

れ
た

事
業

の
再

生
に

関
す

る
計

画
 

(
4
)
～

(
6
)
 

略
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
0
0
 
 

 
第

０
０

号
議

案
 

  
 

 
 
栃

木
県

次
世

代
型

路
面

電
車

シ
ス

テ
ム

整
備

事
業

支
援

基
金

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
 

  
 

栃
木

県
次

世
代

型
路

面
電

車
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
支

援
基

金
条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

  

  
 

 
令

和
８

年
９

月
0
0
日

 
提

 
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

知
事
 

 
 
 

福
 

 
 

田
 

 
 

富
 

 
 

一
 

 
 

 
 

 
栃

木
県

条
例

第
2
9
号

 

 
 

 
 

栃
木

県
次

世
代

型
路

面
電

車
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
支

援
基
金

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

 

栃
木

県
次

世
代

型
路

面
電

車
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
支

援
基

金
条

例
（

平
成

3
0
年

栃
木

県
条
例

第
７

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

 

 
 

次
の

表
の

改
正

前
の

欄
に

掲
げ

る
規

定
を

同
表

の
改

正
後

の
欄
に

掲
げ

る
規

定
に

下
線

で
示

す
よ

う
に

改
正

す
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

条
例

は
、

公
布

の
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
交

通
政

策
課

）
 

 
 

 

改
 

 
 

正
 

 
 

後
 

改
 

 
 

正
 

 
 

前
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

宇
都

宮
市

及
び

芳
賀

町
が

実
施

す
る

地
域

公
共

交
通

の
活

性
化

及
び

再
生

に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
9
年

法
律

第
5
9
号

）
第

９
条

第
３

項
（

同
条

第
８

項
に

お
い

て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。

）
の

認
定

を
受

け
た

同
法

第
８

条
第

１
項

に
規

定
す

る
軌

道
運

送
高

度
化

実
施

計
画

に
定

め
ら

れ
た

同
法

第
２

条
第

７
号

に
規

定
す

る
軌

道
運

送
高

度
化

事
業

を
支

援
し

、
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

網
の

形
成

を
促

進
す

る
た

め
、

栃
木

県
次

世
代

型
路

面
電

車
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
支

援
基

金
（

以
下

「
基

金
」

と
い

う
。

）
を

設
置

す
る

。
 

（
設

置
）

 

第
１

条
 

宇
都

宮
市

及
び

芳
賀

町
が

実
施

す
る

地
域

公
共

交
通

の
活

性
化

及
び

再
生

に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
9
年

法
律

第
5
9
号

）
第

９
条

第
３

項
（

同
条

第
８

項
に

お
い

て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。

）
の

認
定

を
受

け
た

同
法

第
８

条
第

１
項

に
規

定
す

る
軌

道
運

送
高

度
化

実
施

計
画

に
定

め
ら

れ
た

同
法

第
２

条
第

６
号

に
規

定
す

る
軌

道
運

送
高

度
化

事
業

を
支

援
し

、
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

網
の

形
成

を
促

進
す

る
た

め
、

栃
木

県
次

世
代

型
路

面
電

車
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
支

援
基

金
（

以
下

「
基

金
」

と
い

う
。

）
を

設
置

す
る

。
 

 

 


